
地域安全かがわ創造プログラム
～All communities are safe, and all the people can live in peace～

～あらゆる地域が安全で、すべての人々が安心して暮らせる香川～

警察を取り巻く現状と課題

①初動体制･夜間体制･

機動力の強化

②最適な交番・駐在所

等の配置・運用

現状と課題への対策

あ ら ゆ る 地 域 が 安 全 で 、
すべての人々が安心して暮らせる香川

○殺人や強盗などの凶悪犯は６割以上、侵入盗は半数以上が夜間に発生
○DV、ストーカー、児童虐待などの人身安全関連事案は約３分の２が夜間に通報
○全国ワースト上位に位置する交通死亡事故（夜間の致死率は昼間の３倍以上）

厳しい夜間の治安情勢

○人口や世帯数、道路環境などの社会情勢の変化
○事件・事故の発生状況の変化
○発生が懸念される大規模災害
○他県で相次いで発生した交番襲撃事件 etc.

変化する社会情勢への対応

地域の実情に合わせ
・複数の駐在所を統合して交番化
・駐在所員を複数化しパトカーを配備
・既存の交番における住民や自治体等との連携強化
・交番・駐在所が所管する地域の見直し

交番・駐在所等の再編

警察官によるパトロール活動の際の立寄り、住民の皆様と協同で行う

各種安全活動の拠点

緊急時に警察署等に連絡するための電話や、安全のシンボルともいえ

る「赤い門灯」を残すなど、建物自体が持つ防犯力を維持

警察官連絡所

自治会等を通じて交番・駐在所の警察官と住民の皆様との連携を強化
し、地域における防犯力を一緒に強化
警察からの安全安心に資する情報の提供、住民の皆様からの意見要望

の把握や各種安全活動のご支援

地域安全ネットワーク

県民に身近な犯罪等を抑止するため、防犯カメラなどの防犯機器の普

及促進や犯罪抑止に配慮した環境整備等、地域の安全安心に資する取組

がないかを検討

その他

プログラムの概要

地 域 住 民

と の 連 携

の 強 化

安全と安心を確保するための手段として、この

プログラムの進捗状況に合わせて、移動交番車の

運用の拡充について検討

移動交番車の効果的運用


